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要
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あ
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潤
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叔
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搡
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、
国
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は
多
種
多
様
な
形
態
に
お
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て
経
済
諸
過
程
に
介
入
し
て
い
る
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な
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独
占
資
本
主
義
諸
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全
般
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あ
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め
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：明
自
な
事
態
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一
主
題
た
り
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る
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態
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介
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西
か
、
 

:
新
し
い
社
会
形
態
：へ
の
移« :
0 ;
'

見
通
し
ど)
の
関
連
等
の
問
題
点
に
：つ
い
て
、
:

理
論
的
に
も
実
証
的̂

も
未
開
拓
で
あ
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。
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独
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触
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追
究
し
た
今
井
則
義
氏
に
よ
れ
ば
、

.

従
来
の
瑪
論
は.
一
応
次
の
ニ
つ
に
分
け̂

れ
る
:0

第
二
；
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あ
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ヵ
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義
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済
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総
過
程
に
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け
る
不
可
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な
要
因
と
な
づ
た
か
と
い
う
こ
と
，の
解
明
_を
も
.必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
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馨

の

場

合

、
表
題
が
示
す
ょ
う
に
私
の
，謂
の
考
察
の
中
心
は

m
」

に
置
か
れ
る
の
でI

が
、
.そ
の
分
析
対
象
と
、さ
れ
る
時
期
は
両
大
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間
の
そ
れ
で
あ
る
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こ
の
時
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、：
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テ
に
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る
社
会
主
義
革
命
が
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世
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世
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釦
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：：の
抑
压
的
；
‘
'侵
略
的
.な
政
治
支
配
め
，一：層
の
：強
化
、
帝
国
主 

義
諸
国
間
の
矛
盾
と
対
立
の
激
化
、
第

一 .:1:

次
大
戦
：の
勃
発
等
め
；、ツ
：敗
潜

的
：：

裹

を
契
機
と
し
て
そ
の
克
服'
の
過
程
に
お
い
て
国
家
の
経
済
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の
介
入
は
著
し
く
論
化
さ
れ
、
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本
義
は
国
家
独
占
資
本
主
義

'と
し
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の
性
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ら
か
に
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す.石
に
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た
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史
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め.る
種
.々
.の
.胎
動
は
第
|
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新
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あ
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運
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が
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れ
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一
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ヵ
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帝
国
主
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復
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熗
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に
お
け
る
も
の
と
は
異
な
っ
た
現
象
形
態
を
と
々
つ
，つ
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、.
基
本
的
に
は
資
本
と
労
働
の
对
立
> 

そ
れ
と
の
関

# ,
-

_

本
翁
義
ゆ
_

她
的
危
_

ど
_

結
电
—

る
钇
え
ず
、：：：.従

？
.で

ネ

規

敗

險

で

は

-:
>

資

本

主

義

釔

ま

さ

^

体

制

も

资
本
の
至
上
の
課
題
と
な
？
て
い
る
と
宏
っ
-

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
現
段
階
の
か
か
る
特
殊
な
性
格
は
当
然
国
家
独
占
資
本
主
義
の
：存
在
形
態
に
一
.

層

新
し
ー
い
側
爾
も
が

_

ら

：
し

て

い

名

。
：
ー
ど

0
^ '

4

に
^

衫
_

4

国

家

,

&

っ
：1:
;

.

い

る

こ

鑛

：は

明

ら
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あ

る
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こ
：の
；よ
5

纪
6 1
::

家

独

占_

主

義

体

制

め

：
国

際

的

^

明
確
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
.が
、
.-
:
他
面
、
戦
後
の
鈮
し
い
発
展
が
三
〇
年
代
の
経
験
の
上
に
存
在
し
え
て
い
る
も
の
.

で
あ
る
こ
と
：も
ま
た
明
ら
が 

，
で

あ

ろ

う

。

あ

る

い

は

、
，
こ

の

成

を

8 -

家
財
政
の
；役
割
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、

三
〇
年
代
に
お
け
る
経
験
を
通
じ
て
創
出
さ
れ
た
諸
機
構
.

(

制 

度
は
勿
論
で
あ
る
が
，
.
氣
大
牝
し
た
財
政
規
模
’

&

民
所
得
中
も
柃
け
ー
る
祖
税
の
ぃ
高
比
藥
へ

‘

嚴
積
し
た
公
債
残
高
等
の
事
実
も
含
め
そ
^

^
 

っ 

た
局
面
に
お
い
て
>

異

众

：っ

疮

方

法

で

資

求

主

_

体
制
の
#

_

産
東
紲
持
に
役
立
や
ら
れ
て
.-
1
>

あ
も
う
。
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.:
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■■
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:

こ

の

よ
5

に

見

て

く

る
^

V
第

二

：次

犬
#
後

の

：事

態
.の
：
—.
.層
新

し
.い
、発
_
を

念

頭

に

置

い

、た

う̂

で
’

^

• 

.

.

.

.

.

.

. 

•

-

の
構
造
変
化
、
国
家
財
政
の
機
能
の
.
そ
れ
ど
の
関
連
に
お
.
：

t

る
発&

の

過

越

を

分

析

す

各

：
こ

と
は
ヽ̂

在
の
問
題
を
^
解
す
る
う
え
で
一
定
の
意 

味
を
持
つ
と
考
え
て
よ
い
で
：あ

ろ5

。：

そ

の

場

合

、

一
：
層

具

休

的

：に

は
、へ.緣
ー
ヾ
次
大
戦
後
よ
り
：

1

九
.
ー
：
ー
0

年
代
に
か
け
て
の
資
本
主
義
経
済
の
構 

■造
を
明
ら
，か
に
し
.

つ
つ
、
ニ
九
年
恐
慌
を
契
機
と
し
て
成
立
し
展
開
卑
れ
る
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
と
、
.

そ
こ
で
の
国
家
財
政
の
役
割
を
、

ァ
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.

メ

リ
力
、
ド
イ
ツ
、
日

本

な
ど
に
つ
い
て
分
析
す
る

こ

と

.と

な

るで
あ
ろ
う
？
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L

,

本
稿
の
へ
以
下
の
部
分
は
、
こ
の
主
題
に
&

す
る
個
別
的
な
分
析
、
さ
ら
.に
.
具
体
的
‘
に
.

は
、
近
い
将
来
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
予
定
の
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
国
家
独
：

4
1

資
本
主
義
と
し
て
の
ニ
ユ
I

,、

デ

ィ.丨
ル
の
分
析
に
入
る
に
先
立
っ
て
、
ナ
メ 
U

力
を
中
心
と
.し
な
が
ら
こ
の
時
期
の
資
本 

主
義
世
界
の
経
挤
諸
過
程
/ >

財
政
に
つ
い
て
一
応
の
概
観
を
得
、
そ
.
こ
で
.
の
問
題
点
を
整
理
.
し
.て
、
問
題
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た
め
の
も
の
で

:
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V

以
下
'に
お
い
：て
は
、
事
実
あ
る
い
は
事
実
判
断
；の
基
確
に
あ
る
諸
資
料
お
ょ
び
そ
，れ
ら
に
：関
す
る
註
記
は
貧
略
し
、
本
稿
に
続
く
個
別
的
研
究
に
お
、い
て

.

.

.

.
■

:
.
:扱

ぅ.
こ'
と.
と
す
る
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:
;
:第
1

次
大
戦
の
直
接
的
な
結
果
は
、K

方
で
は
ロ
：シ7

に
お
け
る
社
会
主
義
革
命
0

成
功
で
あ
り
、
他
方.で
は
四
年
三
*

月
の
戦
争
：に
ょ
るヨ 

I

ロ
ッ
ハ
交
戦
諸
国
の
政
治
的.
経
：済
的
消
耗
•
.混
乱
で
あ
り
、
そ
の
結
果.と
し
て
の
、
，
世
界
経
済
：の
主
導
権
の
イ
ギ
；

^

ス
.ょ
り
ア
メ
リ
カ
べ
の 

移
動
セ
あ
る
。
そ
の
：意
味
に
：お
い
て
、
へ
資
本
主
義
世
界
の
再
生
産
構

造

：
は
：
一
：
定

；
の

於
化
，を
と
げ
ん
：の
で̂

;

戦
後
_
ョ
I
 

ロ
：ッ
パ
経
済
の
混
乱
は
:.
:

'

ま
ず
フ
ー
九
年
^

始
ま
り
ー
.
.ー|
ニ
年
に
_
頂
^

に̂
^̂ 

の
イ
ン
フ
レ

ー

シ
ョ
ン
に
，
|
尔
さ
れ
る
。
 

そ

れ

は

連

合

国

：舊

償

金

政

策

、
：

«

々

办

；
経

済

齔

策

、

フ

」

フ
：
ン

ス
®

ル
ゴ
ル
品
領
等
が
か
ら
み
あ
っ
.

て
影
響
し
た
結
果
で
.
あ
り
、
ド
イ
ツ
‘
マ
ル 

ク
は
事
実
上
そ

0

購

賀

カ

を

失

な

：
っ
衣
。

と

0

た

め

ー

従

来

の

負

債

機

構

は

ほ

.
と

，
ん

ど

：
そ

，
の

.
姿
を
消
し
、
同
時
.に
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
資
本
の
蓄
積
も

.

.

.

.

.

. 

' 

.

V'
.、
.
'

.
ほ
ぼ
.完

奈

に

消

滅

'し

た
：:
0
戦
勝
国
イ
ギ
：リ
ス
の
場
合
に
；お
い
て^'
、
後
進
農
業
諸
！
^
:
お
け
ざ

.
•
+
•
.
.
-
. 

.

.

.

.

.

.

.

.
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.
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隘
化
と
同
時
^

''
.
'戦

前

の

イ

：ギ

リ

ス

.
帝
囯
主
義
め
経
済
的
支
柱
で
务
っ
'

た
資
本
輸
出
^̂

:
.両
大
軟
間
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時
期
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資
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主
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；
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を
戦
費
調
達
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
で
処
分
し
た
こ
と
、
結
报
的
に
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
の
多
額
の
借
款
と
い
ぅ
事
態
が
生

1;
、：

事
実
上
そ
の
国
際
的 

地
位
は
著
し
く
低
下I

し
た
。

：

•

:

他
方
、I
ア
メ
々
为
ほ
第
：
.
一

」

次
：大
戦
以
前
、急
速
な
帝
：国

主

義

的

重

を

^
：げ
々
今 

ヨ
，
 

.
丨
ロ
；マ
：，。ハ6.

廣
本
主
義
に
負
^

所
ガ
汰
'#
か
':フ
^
^̂

お
>

*

ぅ
こ
：^

に
よ
ー
？
て

努

国

内

の

.産
業
諸
部
門
：は
著̂

く
拡
張
さ
れ
、.:
.
'対
外
的
に
：は
債
権
：：
儐
緣
関
係
を
：完
：全
に
逆
転
し
て
：強
カ
な
債
権
国
た 

へ
る_
の
：地
.位
を
築
き
え
た.
の
'
で
あ
^

。
'
.

し
ア
メ
リ
功
に
ぉ
い
、て
太
養
了
と
同
時
：に

.̂
る
^

の.
と
：予
期
^

れ
て
い
：た
景
気
：の
崩
壊
は
'ー、ーo

年
赛
ま：

で
延
期
さ
れ
た
が
：、
こ
の
間
の
所
謂
戦

後
ブ
ー
み
を
摩
又̂:
が
た̂

は
:;-

ま
ず.
ヨ
，：
丨

：
严
^

...
' 

■
. 

■■
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--

の
増
大
で
：あ

り
::
'

.
ま
；た
、：.戦
時
.中
の
赤
字
財
政
の■継
続
的
発
展(

赤
字
額
は
実.質
的
に
.増
加〕

に
よ
る
銀
行
信
闬
の
膨
脹
で
あ
つ
た
。
そ

し

て

、

こ

:
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Co.
時
期
の
投
資.
は
粗
投
資
額
中
に
か
な
ゥ
高
率
の
在
庫
増
加_
を
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
、；ブ
ー
ム
を
投
機
的
^

格
の
も
の
と
し
て
い
た(

そ
.の
比
率
は

約
ー1
1割
、
. 

ー.ー
ニー

九
年
の
そ
れ
は
：

1.1 

一％
で
あ
る>
0
他
方
？
.
ア
メ
リ
力
農
業
は
、
戦
争
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
へ
ッ
パ
農
業
生
塵
の
衰
退
と
戦
時
ィ
ン
フ
レ
~
シ

»

 

/

 

.
.
.
.

 

.
.
.
.
.
.
.

 

,

 

-

ョX

に
よ
る
'農
産
物
需
要.
の
増
加
に
よ
っ
て
、/
対
外
依
存
：度
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
し
、
世
界
の
穀
物
生
產
の
中
心
的
地
位
を
占
め
る
に

-
 

.

到
っ
た
。
そ
の
：間
，
農
I

価

格

の

著

し

論
^

:
他
方
戦
争
に
.
よ
る
労
働
カ
不
足
と
貴
金
上
昇.は
農
業
の
機
械
化
を
進.め
.て
、•
潜
在
的
過
剰
生
産
の
傾
向
が
強
め
ら
れ
.て
い
：た
の

で

あ

る

。

'

 .

.
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し
か
し
、:
こ
の
：よ
ぅ
な
戦
時
中
の
農
業
生
産
の
拡
大
、
：
戦
後
'の
引
き
続
く
工
業
生
庫
の
投
機
的
発
展
は
、

.

ヨ
ー
ロ
：
ッ
：パ
諸
国
の
信
用
の
縮
小
、
 

戦
時
経
済
の
解
体
、
通
貨
価
値
の
木
安
定
性
.の
增
天
等
に
よ
っ
て.当
然
章
に
'
つ
#

あ
た
.ら
ざ
る
を
え
ず
、
二
 

◦
年
春
に
は
戦
後
恐
荒
が
開
始
さ
れ 

た
.0
:ま
た
、

こ
：れ
ち
：の
事
情
は:;
>

:
ア
メ
リ
カ
農
業
；は
勿
論、
_ 

:後
進
農
業
諸
国
に
お
け
を
矛
盾
を
も
激
牝
せ
：し
め
、
ー
同
時
に
世 

と
な
っ
た
の
：で
あ
る:0
,

:

-

:

'

:

'

.

'

ア
メ
リ
カ
の̂

合
、
こ
の
戦
後
恐
慌
は
、
生.産
の
'縮
小
の
.程
度
は
徵
し
办
づ
た
が
比
較
的
短
期
間
に
終
り
、

.

 

一：ニ
.
年
後
半
よ
り
生
産
財
生
産
部 

門
を
中
、も
と
し
て
投
資
が
集
中
的
に
お
こ
な
わ
れ
、

';
:

エ
業
生
産
が
上
昇
を
開
始
し
ズ
い
る
。

こ
の
点
に
；お
い

'
て
、
そ
れ
ば 
一|

九
年
恐
慌
と
の
明f

 

.
な
.相
異
を
示
す
も
の
で.あ
'?

た
::
0

し
か
し
、

,-

の
よ
ぅ
な
回
復
を
軌
道
に
の‘せ
、
.
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
農
業
の.恐

慌.
状

態

：
.か
：
.
ら

：の

脱

却

の

た

め

.に 

は
、：
ョ.

1

 

ロ .

ッ
：
パX

業
諸
国
の
.復
興
に
よ
る
.輸
入
の
；增
太
が.何
よ
.り
'も
必
要
で
あ
：っ
た
。
そ
の
点
に
お
い
：て
、
..

『

§

マ
ル 

ク
の
安
定
、-

諸
年
九
月
の
ドー

ズ
桊
に
.よ
る
ド 

そ
の
裏
付
.け
と
な
る
べ
き
ア
メ
リ
カ
の
対
ド
ィ
ッ
信
用
共
与 

-

は
、

.

ド
ィ
ッ
へ
の
そ
の
後
の
外
資
導
入
の
緒
と
な
义
へ
ま
た
そ
.の
後
の

J

連
の
.
ョ
；丨
ロ
ッ
。ハ

)

諸
国
の
金
解
禁
を
可
能'に
し
て
、

.

.

ョ
：！

ロ
ヴ
パ
X ,

業 

■諸
国
の
安
定
と
復
興
と.い
ラ
世
界
経
済
再
建
へ
：の
.前
提
が
と
と
の
：え
ら
れ
た
：の
で
あ
る
。

;

 

ノ
'
と

資
本
主
義
体
制
の
大
戦
終
了
後
の
動
揺
と
混
乱
は
単
に
経
済
的
局
面
に
へ
の.
み
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
か
.っ
た
。，
そ
の
端
的
な
表
現
.は
ド
ィ
ッ
に 

お
け
る
ー
'
九
年
の
ヮ
ィ
':マ

ー

ル

：
共

和

制

の

，
成

立

；
で

あ

3

。「 .
こ
、れ
，は
、
，敗
戦
後
の
政
治
的
危
機
回
避
；の
：た
め
の
資
本
の
譲 

改
良
主
義
政
治
を
意
味
じ
で.
い
：：る
。
：先.
に
述
べ.
た
ド
ー
ズ
案
に
よ
る
賠
償
問
題
0:
解
決
は
、'
;動
摇
を
続
け
て
い
^

支
持
し
て
の
世
界
資
本
主
義
体
制
の*

持

、
、
換
一
一
ー
ー
署
れ
ば
、
：
：
ロ
'
シ
'
ア

革

命

の

ョ

丨

^

.
帯
を
：示
す
も
の
と
云
え
よ
ぅ
。：一

.

一：

111:

年
の
：ド
ィ
ッ
革
散
の
^

因
を
：は
じ
め
資
本
主
義
諸
国
•
に
：お
け
る
種
々
の
形
態
で
の
労
動
脊
赠
級
の
連
動
は
、
 

結
1
1
1̂
本
の
支
配
^

包
摂
さ
れ
、.
-

ー'四
年
前
後
に
鎮
庄
あ
^

い
は
；抑
庄
さ
；れ
た
::
0

ア
メ
'
リ
：カ
に.
：
お
；
い

て

も

、
，：
こ

_

の
、
時

期

は'-
'

そ

の

旁

勤

蓮

動

史

上
 

最
大
の
-1
赤
狩
り
バ
1

砰
岁
|

)」

'
の
時
期
で
：あ
ヴ
た
。
ミ

の

後

に

繞

べ

黎

に
も
あ
：つ
：た
0
.で
あ
る
で
:.
;
:

、
'

，
:■-
. 

一.
'

.
'.

：:
: 

.

、

(2
)

•

対
的
安
定
期
:;
:

'̂ 

,

V
 

1九】

'
-
1年
、.
'戦
後
恐
慌
よ
り
の
完
全
な
：回
復
の
後
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
は
、1

1

三—

四
年
お
よ
び
一一

六—

七
年
に
輕
度
の
後
退
を
経
験
し 

な
が
ら
、：、
全
般
的
：に
は
繁
栄
を
維
.持
し
'
.

「

.永
久
的
繁
栄」

の
幻
想
を
す
ら
生
み
だ
す
.に
到
る
。
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大
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と
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政
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.

周
知
の
如
く
、
ニ
〇
年
代
後
半
の
繁
栄
.の
基
礎
の
一
つ
は
、.産
業
合
理
化
に
あ
っ
た
。こ

.

の
時
期
の
合
理
化
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
勞
働
組
織
の 

変
革
に
よ̂

も
の
で
あ
.
っ
た
こ
と
、
具
体
的
に
は
コ
ン
ヴヱ
ィ

ヤ

ー

•

シ

ス

テ

ム

の
導
入
に
見

る

こ

と

が

で

き

よ

う

。

そ
れ
は
規
格
統
一
：
、
檫
準 

化
、-
定
型
化
を
前
提
と
し
、
大
量
生
産
を
条
件
と
す

る

も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
生
産
の
集
積

•

集
中
は
一
層
促
進
さ
れる
こ
.と
と
な
っ

た
。

こ
の 

よ
う
な
僉
理
邓
满
動
：
0

進
展
：に
龙
っ
そ: .
固
定
資
本
設
備
の
寅
新
と
：拡
張
：は
ー
層
大
規
模
'に
払
こ
な
わ
れ
た
。
と
れ
は

「

備
の
更
新
が
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
独
占
資
本
の
巨
大
な
戦
時
利
潤
が
新
投
資
に
向
け
ら
れ
た
こ

.と
に
よ
る
。

こ
の
上
う
な
投
資
の
先
行

...
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.
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.
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'
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'

が
好
_

醫
で
あ
り
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
応
|

消
費
の
う
ち(

特
に
個
人
的
消
費
は
賦I

用
I

I

S

利
用
、
高 

'庄
的
販
売
政
策
等
に
よ
って
人̂

_

に
_
豸
•

作
出
さ
れ
た
も
の
で
あっ
た
。

:
:

と〗

こ
ろ

で

、

'

#

#

に

も
と
づ
く
利
潤̂

産
業
諸
部
門
間
に
尜
け
る
分
配
は
著
し
く
不
场
.等
で
あ
っ
た
。
重
化
学
エ
業
部
門
お
よ
び
新
興
産
業
で 

あ
苍
自
動
車
産
業
が.と
の
時
期
に
：顕
著
な
利
潤
の
增
加.を

示
.-
1

>
て
い
た
の
に
対''
1

>
て
、.
ま
>

し
て
軽
エ
業
部
門
等
は_

潤
：の
減
少
を
記
^
し
て
い 

る
。
一
他
方
、_

門

内

聽

い

道

、
自

本

が

当

該

産̂

資
本
は
欠
損
：を
す
ら
示
し
て.い
た
。
同
時
に
、
こ
の
繁
栄
の
、
.

■

注
目
す
ベ
き
も
う
一
つ
の
面
は
、
こ
の
時
期
一
般
に
、

-'
遊
休
生
産
能
力
が
存
在
し 

だ
：こ
：.と

で

あ

る

ぇ

至

要

産

業

部

門

：に

和

い

：
て

ニ

九

年

当

時

0 '

生
産
能
カ
め
.利

用

：度

：は

約

八

三

%

^
 

1

五
.丨
九
年
平
均
'で
は
：八
〇
％
で
あ
っ 

た
。
と
の
：と
邀
は
、
先
：に
指
摘
し
た
固
定
資
本
設
備
め
.披
張
が
：大
規
模
ね
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
.の

 

独
占
利
潤
確
保
を
目 

的
と
し
た
価
格
政
策
の
た
：め
：の
生
産
制
限
め
強
化
を
意
味
す
る
も
の
土
一

K

え
よ
う
。
 

.

、

パ
，
.
：
' 

.
：
.

'

.

: 

.合
理
化
運
動
を
基
底
と

(

し
て
展
開
さ
れ'た

こ
.0
好

派

は

従

来

よ

り

の

：資

本

め

：
集

中

::
-
集
積
、
：独
古
化
の
傾
向
龙
著
し
く
強
め
、
企
業
の
合
併
、
 

産

業

連

合

含
I

な
発
達
、
持
株
会
社
制
度
の
発
展
等
を
通
じ
.
5

出
さ
れ
る
巨
額
の
独
占
利
潤.は
、

ァ
メ
リ
ヵ
金
融
資
本
に'お
い
て
：従
来
よ
り
支
配
的
な
資
金
調
達
方
式
ヤ
.あ
る
自
己
金
融
を.
ー
層
高
度
.に
可
能
と 

す
る
も
の
で
あ
？
た
。
そ
し
て
、
：そ
.の
こ
と
は
合
理
化
を
さ
ら
に
促
進
し
た
。
同
時
に
、へ
独
占
利
潤
の

f

部
は
、
過
剰
資
本
と
し
て
国
外
に
輸
出

さ
れ
、
合
理
化
め
-%
た
ら
す
.国
際
競
争
カ
の
強
化
と
相
俟
っ
て
、
エ
業
完
成
鼎
輸
出
身
促
進
し
た
の
で
あ
.る
。
：し
か
し
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
過 

剩
資
本
輸
出
'の
.意

義

は

、
'-
:
'
た

だ

テ

メ

 

U
.力
商
品
の
輸
出
市
場
確
保
と
い
3

点
に
の
.み
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
民
間
長
期
資
本
輸
出
が
証

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
券
投
資
と
直
接
投
資
に
.よ
っ
.
.て
：ほ
ぼ
.折
半
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
特
に
対
ョ
ー

ロ

U

。ハ
関
係
で
は

亂
券
搅
資
が
.七
〇
％
を
占
め
.て
^

た
こ
.
と
か
ら
見
.

.

.

.

.

- 

.
•-
.
•.
'+• 

'
•!. 

• -.
V
 •

' 

-
-
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-

パ.. 
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.

/ 

.

.
て
も
、
：次
の
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、て
輸
出
さ
れ.
た
ア
メ
、リ
か
€>
:

:.過
剰
資
本
は
ノ 

L

方
に
，お
い
て
直
接
的
に
ア
メ
リ
ヵ
商
品
の
輸
出

市
場
を
確
保
し
つ.
つ
、，
他
方
で
は
、
直
接
そ
の
よ
ぅ
*

形
態
は
と
ら
ず
：に
、：

r

国
際
金
融
市
場.
：に
“お
け
る
-

般
的
ド
；ル
資
金.
供
給
の
：役
割
を
果
た

.

.

.

 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

し.
'て
、;..-
各
国
に
：お
げ
る
生
産
と
消
費
を
刺
戟
し
、
資
本
主
義
世
界
の
多
角
的
な
貿
易
決
済
機
構
を
維
持
し
て
、
結
局
総
体
的
に
は
，ア
メ
リ
ガ
，の
.輸

■ 

,
 

. 

: 

: 

.

.

.

. 

. 

• 

. 

.

.

. 

.

.

.

.

. 

I

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

•
-
: 

.

.

.

.

.

.

.

..
出
市
場
^

支
え
る
も
の.
で
も
あ.
■.
っ
た..
の
で
：あ
る
:0.
'；.
.
.
.へ.
'一
パ.

.

.
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■
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と
こ
ろ
で
、
.利
潤
の
蓄
積
と
苒
分
配
：は
株
式
会
社
制
度
を
通
!:
'

'

お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
.が
、
自
己
：金
融
が
支
配
的
傾
向
と
な
る
の
に
従
ノ

て
，
' 内
部
留
保
金
の
増
大=

配
当
抑
制
の
傾
向
が.
一
明
ち
か
に
な
る
。.
し
か.
し
、> 
そ
れ
に
も
か.
か
お
ら
ず
、'
好
況
局
面
：に
あ
っ
た
こ
の
時
期
に
は
配

- 

.

.

-

.

.

.

,

.

.

. 

.
,■
. 

, •
 

. 

. 

• 

. 

• 
■ 

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

当
所
得
額
そ
の
も
の
0_

か
な
り
の
增
加
が
見
ち
れ
た
。.
し.
か.
も
、''

そ
れ
は
高
顧
所
得
者
の.
所

得

，
を

増

大

さ

せ

.
る
方
向
：に
お
い
て
で
あ
っ
た

。

さ

ら

パ.
に
ど
の
時
期
の
種
々
0

政
策
:-
た
：と..
ぇ
ば
、
：：：個
人
付
加
所
得
税
の
軽
減
等
の
高
額
所
得
：に

.

.

.

.

.

.

. 

.

•/
•

-

. 

•
- 

- 

. . 

. 

• 

• 

..

減
債
政
策
め
よ
る
巨
額
0_

家
資
金
め
民
間
へ
の
：還
流
等
が
こ
れ
に
：加
わ
：る
文
と
：に
よ
っ
て
大
法
人
お
：よ
び
高
額
所
得
考
の
所
得
ぼ
増
大
し
、
従 

:

っ
て
貯
蓄
可
能
な
資
金
量
も
增
大
し
长
。.
：h

の
こ
と
ぼ
- :
0

年
代
後
半
に
お
け
る
証
赛
投
資
を
盛
な
ら
し
め
、
:'
'
':他
方
ヤ
^

パ
自
B

金
融
の
高
度
化
、
：生
産
目
的
の
た
め
：の
証
券
発
行
ぬ
停
滞
と
相
俟
：っ：>て
、.
*

卷

価

格

：
の
.騰

貴

、
.
''
:
証

卷

市

場

の

投

機

性

強

化

め
 

れ
た
。
勿
論
、：：« :
.
大
し
た
：投
機
_

路
も
所
得
ど
し
て
機
能
す
る
ー
も
の
で
あ
り
ク
そ
の
意
妹
.で
；
は

他

の

所

得

と

同

様

'
. 

.

.

ソ
バ

....

-'
.
 .
 

. 

.'

..:

.

.

'
.

し.
'.
':
 

..

..

..

..

.

:

成
し
、；
他
の.

ー
部
は
赃
券
市
場
：に
お
け
る
：証
券
需
要
と
じ
て
機
能
す
る
め
セ
あ
'る
が
、
»

当
所
得
么
同
様
に
、-
投
機
利
得
も
ま
た
高
額
所
得
者
層

.

.

.

.

.
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.

:
;に
—

層
多
く
帰
属
す
る
も
:©

で
：あ
り
'
.
従
.？
て
、>
投
機
の
-

下
さ
れ
た.
場
合
に
も
、.
そ
の
資
金
の
性
格
上
明
ら
か
に.
一
時
的
投
機
的
な
も
の
と
し
て
機
能
し
た
。
他
方
、
供
給
さ
れ
た
資
金
の1

部
は
、'
外
国

: ,

両
大.
戦
間
の
.時
期
め
資
本
主
義
と
財
敗
へ 

'
.
:
う
 

“
'v .

f

■

:
'':

:
■

へ 

.
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七
四
.
3

..

.

■

の
政
府
お
よ
び
民
間
1証
券
に
投
下
さ
れ
て
過
剰
資
本
輸
出
の一

形
態
を
な
し
て
い
た
。
ニ
七
I

九
年
に
は
、
こ
の
証
券
ブ.
丨
ム
は
最
高
潮
に
達
す 

:

.
:::
;
v
る
の
：_

^

る
が
::
>'

'

:

:

か

：
か

る

迤

程

に

：
お

-1
>

で
ー
：
：
ー

*

年
0
衡
式 

•
醸
成
さ
乂
て
ハ
た

と
一K

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う。
' 

.

-

ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
財
政
上
の
諸
要
因
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
、

ア
メ
リ 

力
の
そ
れ
は
他
の
国
々
、.，特
に
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
.そ
れと著
し
く
異
な
っ
た
性
格
を
示
し
て
い
る

C

た
と
え
f

邊

費

支

出

に

て
 

•.
'.
は
国
防
費
セ
櫝
務
償
還
費
が
最
太
の
比
乘
ぎ
不
し
、

.
；
；
^

 

に
^

け
：る
勞
：_
者
：.
0慢
性
的
失
業
拔
態̂

对
広
す
る
社
会
政
策
的
支
ゼ 

は
^
.
ぶ
ん
.
.ど
見
ち
れ
ず
、一
* .

務
償
遗
費
.
.
.

(

::
^

イ
ツ
.':
/

%

ギ
，リ
；

」

ス
動
国「

に
ぉ
_ル
乂̂
 ̂

.連 

■'
ハ

:
邦
歳
入
忆
积
け
る
諸
外
国
政
府
の«

務
返
還
'
.利
私
悴
よ
”る
驭
久
ぬ
#

っ
茫̂

と
ん
ど
毎
年
說
出
を
上
廻っ
て
財
政
剰
余
金
を
生
み
充
し
、
こ
れ
に
よ
？
.て
数
度
に
わ
た
る
所

#

税
中
心
の
減
税
が可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

.

所
得
税
収
入
自
体
は
こ|
の
.減
艰
に
: *

か
：か
お
ら.ず
,

得
.の

. ^
^

:

并
め
て
い
允
。

こ'(
0

減
税
が
ニ
貧
し.て
：高
額
所
得
典
尤
び
银
人' »

得
の
減
税
; #

心
^

上
の
諸
要
.因
が
好
«

の
原
因
因
で
：あ
っ.，た
^

考
^

る
：こ
^

ば
誤
り
ゼ̂

り
、::
好
況
：あ
る
い
は
証.券
^

 ̂

こ
れ
ら
を
足
進 

,:
^

る
意
味
で
.
一
定
，の

影

響
.を

あ

た

，
え
.て
か
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

.

. 
.....

ノ
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!
ア
メ
リ
：
.
力
：の.
過.
剰
：資
本
の
主
要
な
輸
出
国
の「

ウ

こ
の
時
期
の
特
微
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は.
、
B .
'm
め
賠
償
金
支
私
い
と
い
う
政
治
的
条
件
の
故
に
、
こ
め
合
理
化
に
お
い
て
ば
、 

:

輸
出
に
よ
る
外
貨
の
獲
得
を
可
能
と
す
る
た.
め
の
：国
際
激
争
カ
の
：強
化
が.
最
龙
：の
課
題
^

令

.

こ
の
よ
う
な
合
®

化
の
進
行
の
も
と
で
1

、
 

勞
働
能
率
の
增
進
、
：労
働
時
間
の
延
長
等
に
：よ
る
生
産
費
切
下
げ
が
お
と
-&
わ
れ
、̂

■

で
も
、
失
業
者
は
増
大
し
、
1 #

性
化
ナ
る
に
到
>

た
。:
か
く
て
_

内

市

場

は

：
：
ー

邊

狭

隘

化

し

、

'
'ド
イ
.ツ
1:
:業
は
外
国
市
場
へ
と
か
り
た
て
ら
れ

.  
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.
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•

輸
出
総
額
.は
漸
く
ニ
九
年
に
戦
前
水
準
を
超
え
た
。
：

.し
か
し
生
産
能
力.は
そ
れ
以
前
に
戦
前
水
準
を
超
え
て
，お
'り
、
過
剰
生
産
の
危
険.は
、
独
占 

:

資
本
を
し

て
ア
メ
リ
ヵ
.
に
見
ら
れ
.た
以
▲

の
生
産
制
限
政
策
をと
'

ら
じ
；め
た
の
で
あ
：る
-9
,

こ
の
よ
ぅ
な
好|

め
:%
:上
で
得
ら
れ
た
独
占
利
潤
は
、
'

独
占
資

本

の
ー

ー

1
|
ー
の
：
» :

織
的
強
.化

，
の.た
め
に
使
用
さ
れ
た0 

ニ
五
年
の
ィ
.

ゲ

ー

.
フ 

■

ァ
.ル

ベ
ン
、
一
一六
年
の
合
同
製
鋼
等
の
巨
大
独
占
体
の
成
立
は
こ
の
.
こ
と
の
あ
ら
，
わ

れ

で
.あ
る
。
か
が
る
巨
大
独
占
体
め
成
立
、
独
占
的
市
場
支 

配
の
強
化
に
よ
っ
て
、
従
来
ア
メ
リ
ヵ
に
お
い
て
特
徴
的
に
存
在
し
、
大
戦
前
の
ド
ィ
ッ
で
は
例
外
的
に
の
み
存
在
し
た
資
本
調
達
に
お
け
る
自 

石
金
融
方
式
は
、
；基
蔚
産
業
の
独
占
企
業
に
.お
い
て
欧
支
配
的
蜜
本
調
達
の
方
式
と*

?

た
：の
：.で
.：あ
石
。.同
時
に
、
好
況
期
に
：お
け
る
国
内
的 

貨
幣
蓄
積
の
：増
大
は
顕
著
ザ
：あ
っ
た
.が
、
.
披
張
期
に
お
'け

.る

工

業

お

^ -1
6

農
業
の
資
金
需
要
お
よ
び
：公
共
団
体
の
.
資
金
需
要
は
こ
れ
を
上
廻
り
、

• -
0

年
代
後
半
に
は
ド
イ
ッ
の
金
利
は
髙
水
準
に
釘
付
け
名
れ
：て
.い
€

-°

か
か
る
嵩
1

率

の

：存

在

に
4

れ

た

の

；：

で

あ:る

。.：
'
そ

の

場

合

T
:

一：五—

六
年
に
妹
主
と
しK

長

期

信

用

：が

：
流

入

u

r

い 

若

干

：
の

政

策

的

齟

齬

が

こ

：れ

に

加

わ

る

こ 

^

に
よ
っ
て
、;
ニ
.
'七
年
以
降
に
は
長
期
信
用
を
上
廻
.る
短
期
信
用
の
：流
入
が
見
ら
れ
る
に
_

?

た
。
:'
:
こ
0

よ
ぅ
な
外
国
信
用
を
基 

の
ド
ィ
ッ
め
金
融
市
場
は
構
成
さ
れ
次
い
允
の
で
あ
っ
て
ぜ
外
国
短
澌
信
用
の
移
動
如
何
に
強
く
依
存
す
る
不
安
定
な
状
態
に
あ：

っ
た
と
云
え
よ

ぅ

.0. 

r

 
•
 

..... 

. 

■

ン
と
の
間
に
龙% -
:
て

、
；
ヮ
ィ
マ
，
丨
ル

.体
制
下
：.の
改
良
主
義
政
治
は' #
く
の
.矛
盾
を
露
呈
し
弋̂

'■
t

'<
増
大
し
.た

及

み

：で
；
な

く

、
，
改

戾

主

義

的

及

社

会

政

策

遂

衍

め

：た
：
め

.0
:経
費
、：

戦
争
犠
牲
者
お
：よ
び
そ
の
：遺
族
の
扶
助
、
«

土
割
譲
•
ル
I

ル
： 

占
領
に
よ
る
_

損
害
の
補
償
等
、へ
瘇..々
の

財

政

支

姐

增

加

要

因

が

：：あ

$
:
:
:
:
.
£

加

は

中

央'0
み
&

ち

ず

滩

方0
諸

段̂

^

増
加
せ
し
め
て
、
公
共
団
体
の
起
債
額
を
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
ぅ
な
諸
政
策
は
本
来
、
独
占
資
本
の
収
奪
に
も
と
づ
く
諸
矛
盾
め
，
 

激
化
を
緩
和
す
べ
き
性
質
の
も.の
で
あ
っ
た
が
、
独
占
資
本
の
直
面
す
る
困
難
性
.の
増
大
し
た
事
態
で
は
、
す
な
わ
ち
、
ニ
◦
年
代
末
の
巨
額
の 

久
超
め
発
生
が̂

や
収
; *
-

塡
か
_

子
支
私
：‘ハ
賠
償
金
蹇
の
把
：め
の
海
外
よ
グ

'

両
大
戦
間
'の
：時
期
の
資
本
主
義
と
財
政
;
.
,

■:: 

. 

へ
',
:.
1
ー：_
:(

七
四
3

■



■へ
翼 

ア
ニ
.''

-.
ー：.
、'

.

广
〒

.
資
本
の
国
際
競
争
力
を
弱
め
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

巨
額
の
資
本
蓄
稹
と
膨
大
な
生
産
能
力
と
を
以
っ
て
資
本
主
義
世
界
に
お
け
る
最
有
力
な
地
位
を
築
き
得
た
ア
メ
リ
ヵ
と
、
‘
敗
戦
後
に
エ
業
国
：
 

バ

と

し

て

の

復

氛

を

-^
^

と

げ

た

ド

ィ

シ

- >

の 
ー.
4

0年
代
に
お
け
る
過
程
、
そ
し
て
こ
の

両
眷
を
結
合
す
る

ア

メ
リ
力
の
ド
ィ
ッ
に
対
す
る
資
本
#

へ̂

ル」

获

ち
_
:
.
.
;
先
馨
も
指
摘
し̂

は
^

^

^
象
に
両
国
冷
問
癉
で̂

^

ば
$

各
国
資
本
主
義
の
動
向
に
も
多
大
の
影
響
を
あ
た
え
.て

い

た
.0

た
と
え
ば
、

ア
メ
リ
ヵ
よ
り
の
資
本
導
入
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
ド
ィ
ッ
の
赔

-
■
, .

ぐ''
..
.

-
:'
.:
..

 
•
 -
 .
 

■

 ■

 ;
 ■

 

;
 .
 

. 
L

 

..

..

'い' L.;
.

 

L

 .
 -
 

■

 -
 ■

:

1

.
 
' 

'
 
,
 

.
 

:
:
;■
■
■ 

•
. 
-
 ■

 

■

. 

.

'

«

金
支
；私
.い

は

、
；
：

K
メ

リ

力

：
以

外
^

馨
金
受
領
国
の
対
米
櫝
務
支
私
い
^

あ

て
.6
'

れ

た

。
、
ド

ィ

ッ

エ

.業
生
產
め
復
興
と
拡
張
は
ョ
ー
ロ
ッ
.
パ
諸

.

.

へ.
.
.
.
.
.
：.
'
/
.
-
-
:
-

'.
.
.
.
.

 

.

■

'

'

ニ.
' 

.

.

.
 

. 

.

.

.

. 

. 

. 

.■.

.
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. 

• 

+

国
へ
.の
工
業
！
^
品
輸
出
の
増
大
、'他
面
；で
：は
後
進
農
業
諸
国
よ
^

の
食
料
。•
原
材
料
輸
A

の
増
加
を
も
た
ら
し■た
。
：
そ
し
て
被
投
資
国
た
るこ 

れ
ら
後
進
農
業
諸
国
は̂

ギ
リ
^

>

ア
，メ
へ
リ
カ
を
主
と
す̂
投
資
国
ー
に
対
す
名
貧
易
外
叹
支
め
支
故
超
過
.を
質
易
収
支
に
お
け
る
ド
ィ
ッ
等
よ
り 

の
受
取
超
過
.を

も

：
っ
：
て

过

が

な

ぅ

こ

：
と

”が
：可
能
.と
な
っ
た
。
こ
の
よ
ぅ
にし
て

、

1

0

年
以
来
の
世
界
農
業
恐
慌
は
緩
和
し
、
#
国
の農
業
生
産

.

V. 
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•
..
..
.
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パ
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.
.
.

 

.

.

.

.

.

.

.

’

■

.

 

,
 

: 

.

.

.

.
 

....
 

.V 

. 

.V
-

 

:

.
 

-
 -
 -

は
急
速
に
増
大$

た
ぺ
他
方
、.
.世
'界
市
場
に
：お
け
る
エ
業
製
品
輸
出
競
爭
へ
の
ド
ィ
ッ
：の
復
位
：と
そ
の

'競
争
カ
強
：化.は
ィ
ギ
ド
ス_
:を
庄
迫
し
、
大 

戦
に
よ
I

外
市
場
の
I

■

ポ
.

■

の

戦

聚
■

の
過
大
評
価
に
も
と
づ
く.

停
滞
等
沒
合
ム
て
：、
：：
'
こ
；の
時
期
の
ィ
ギリ
，
ス
資
本
主
義
を
著
し
く
停
滞
的
汝%
.
の
と
：し
た
。':
-
-そ
の
危
機
克
服
：の
た
：め
、

こ
と
で
も
産
業
合
理
化
が 

進
め
七
れ
、.
巨
大
独
喊
体
が
形
成
さ
水
た
が
；、
''

從
來
ィ
ギ
リ
ス
金
融
賓_

の
基
軸
で
あ
っ
た.資
本
輸
出
の
'停
滞
、.：そ
め
面
：で
：の
.：ア
メ
リ
ヵ
の
優
位 

:の
確
立
--
>

:
い
っ「

た
事
態
め
'
も
と
で
は
商
品
輪
出
も
制
限
さ
れ
、
；
従
：っ
て
生
産
設
備
は
慢
性
的
に
遒
剰
化
し
、
恒
常
的
且
つ
大
量
の
失
業
者
群
を
生

一.：

.
'.

-
...
':

.

:
 

.
.
.

 

::

ハ.
.

み
出
し
て
い
た
の
：で
.あ

る;0
'
. 

- 

.

'

'

-

,

⑶

，

大
恐
慌
と
，
1

§

年
代
ッV

.

:;'
.

.
:
1
九
ニ
七
年
の
軽
度
の
景
気
後
退
に
際
し
.て
、''
-
'
.ァ̂

げ
'カ
.
の
連
邦
準
備
銀
行_

割
引
歩
合
め
引
下
げ
、，
証
券
買
の
公
開
市
場
操
作
等
に
よ
つ
て 

僧
用
拡
張
を
は
か
っ
た
が
、
:

こ
：

Q

拡
張
.さ
れ
た
信
用
は
産
業
部
門
：へ
流
入
す
る
よ
り
%:

株
式
市
場
に
.
お
け
：る
投
機
にI

層
多
く
充
当
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
'
連
邦
準
備
銀
行
は
投
機
抑
制
の
た
め
に
政
策
を
転
換
し
、

'

信
用
は
収
縮
さ
れ
、
：

一

般
.金
利
は

一一
八
年
中
に
か
な
り
の
：昂
騰
を
示
し
た
。
そ 

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
.

株
式
投
機
が
一
層
の
発
歴
を
と
げ
た
の
は
、
先
に
指
摘
し
た
点
と
も
関
連
し
て
、
投
機
資
金
の
供
給
源
が
、
収
縮
さ
れ
た 

加
盟
銀
行
信
用
以
外
に
、
、
非
加
盟
銀
杼
、

.：
：

信
託
会
社
、'.
;

個
人
銀
行
、/
:太
法
人
、"
外

国

金

隱
_

5

本

あ

冬
^
^

か
れ
て
巨
額
の
資
金
を
放
出
、
あ
る
い
は
海
外
よ
り
金
を
ア
メ
リ
カ
に
引
揚
げ
•

流
入
せ
し
め
た
の
で
あ.
る
？
こ
れ
疙
よ
っ
て
、
従
来
の
~ア
メ
リ 

カ
の
資
本
輸
出
の
基
調
に
は
獒
化
が
生
雙
^

丨
ね
：
ッ
：-

識
国
の
各
中
央
銀
对
は
ァ
そ
办
金
修
出
を
防
-
た
め
相
次
い
で
金
利
引
上
げ
を
お
こ
介 

わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
ぅ
な
短
斯
遊
資
を
莶
礎
と
し
た
株
式
投
機
の
発
展
は
破
局
の
到
來
を
早
め
、
且
つ
そ
の
深
刻
さ
を
一
層
強
め
た 

の

で

あ

る

、
。

.

ニ
九
年
に
ヨ
I

P.
:

ブ
。ハ.
諸
@

そ
.の
他
で
見
«0
'
.
教.
た
1
4
蒙
、
^ ;

融
業_

疫
お
：げ
各
局
部
的
破
綻
は
、
こ
れ
ら
諸
国
の
.ア
メ
リ
力
よ
り
の 

資
金
引
揚
げ
を
招
き
、
こ
れ
に.
触
発
さ
れ
で
同
年
1
0

月
ゥ
ォ
丨
'ル
街
に
お
け
る
未
曽
有
の
：株
式
恐
慌
が
勃
発
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
若
干
の 

紐
余
曲
折
を.
経
な
が
ら
、
：
ア
メ
リ.
力
略
勿
#

、
：”
資
本
主
義
世
界
は
泰
般
的
過
剩_

産
恐
慌
と
懷
懷
的
不
祝
^
 

の

：
で

あ

る

。
へ 

_
ア
メ
：リ
カ
に
お
い
て
は
、
-1
九
年
/\
丹
ね.
臉
ぬ
11
::

業

生

霖

は

：
ピ

ー

..
ク

：
を

越

え
>

ぞ
の
後
节
降
オ
^

の
；
で 

に
茬
干
の
回
復
を
示
し
な
が
ら
、
後
に
述
べ
る
よ
ぅ
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
：お
け
る
銀
行
閉
鎖
、
恐
慌
の
深
化
、
ィ
ギ
リH

.

の
金
本
位
制
の
停
止 

等
に
よ
っ
て
再
び
恶
化
し
、
三
ニ
年
に
諸
指
標
は
最
低
位
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

: '

:.
:

へ
：'
:

ノ
ド
ィ
ツ
に
お
：い
て
は
、'
.工
業
生
_

は
-:
'
八

年

にピ
r

ク
を
越
u :
.
、.へ.同
年
末
r
.り
殊e

生
産
手
段
生
産
部
門
#

お
^

化
し
た
。.
一
一
八—

九
年
の
外
資
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
動
と
公
共
団
体
を
中
心
と
し
た
依
然
た
る
資
金
需
要
の
存
在
は
、

■
ド
イ
ツ
資
本
市
場
に
お
.け 

.
る
^

利
：を
さ
：ら
に.霖

せ

レ

め

、へ

)

他
方
广
ヤ
ン
グ
案
：に'よ

；
る

将

来

の

：：麗

金

め

：
決

定

、
：

'貨
幣
賃
金
- 0
.上
昇
、
社
会
保
険
負
担
の
増
加
等
によ
っ 

.
て
、
企
業
利
潤
は
ニ
九
年
以
降
明
ら
か
に
減
少
を
示
し
た
。

二
ユ
丨

*

ヨ
ー
ク
株
式
市
場
の
.崩
落
と
そ
の
後
の
ア
ナ
リ
カ
資
本
の
引
揚
げ
は
こ
の 

よ
1

な
ド
ィ
ッ
の
状
態
に
逋
大
な
影
響
を
あ
た
え
、
ド
ィ
ッ
も
ま

.た
恐
慌
€)
.
渦
中
へ
と
卷
き
込
ま
れ
て
いっ
た
。

こ
れ
を}

層
決
定
的
な
も
：の
..と 

し
'
さ
^

:
に
中
部
お
：よ.汰
北
部
_

1

.

.ロ
：>
-:
諸

国

に

も

甚

尤

な

歡

響

を

^;
色
 

ッ

ト
.

ア

，
両
大
戦
間
の
時
舯
の
資
本
主
義
と
財
政 

一
三.

(

七
：四
五V

-



1

四
：(

七
四
六)

.

ン
シ
ュ
タ
ル
ト
の
崩
壊
と
、

こ
れ
に
よ
る
ド
小
ッ
よ
り
の
資
本
逃
避
の
結
艰
で
あ
る
ダ
ナ

ー

ト

，.バ
ン
ク
の
閉
鎖
で
あ
.？
たo,

.
こ
れ
ら
.
の
過
程
は
当
然
ィ
ギ
リ
ス
に
も
作
用
を
及
ぼ
.し
た
。
ィ
ギ
リ
ス
め
国
際
収
支
は
恐
慌
の
影
響
に
よ
っ
て
三
一
年
以
後
逆
調
化
し

.て
お
.：
 

t

ノ
：■
■
:
,
.

庐
^

ッ
_

対
嗲
ゐ
儐
_

の
回
収
本
能
负
洛&

の
.預
^

が
と
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
，
一
一.九
年
恐
慌
の
.影
響
が
い
か
に
深
刻
な
も
'の
で
あ
っ
た
かは、
こ
こ

で
あ
ら
た
め
て
諸
指
標
を
あ
げ
て
説
明
する
ま
で

も
な
い
0
: 

こ
こ
で
は
、
恐
慌
の
打
擊
が
最
も
深
刻
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
ヵ
に
つ
い
，て
次
の
点
を
指
摘
し
て
‘お
き
た
い

0
 

.す
な
わ
ち
、
ま
ず
、

強
力
な
独
占
的
支 

7
配
の
存
莅
す
る
遥
業
部
門
；で
汍
、
_

れ
淑
难
職
部
門_
^ ;
^ :

べ
，
^

^

場
合
.に
：は
こ
の
：傾
向
が
；特
に
明.ら
か
で
あ
り
？
主
要
農
産
物
の
生
產
は
容
易
に
縮
小
さ
れ
克
ず
、
む

'
U

ろ
偭
格
低
落
に
よ
る
減
収
を
補
ぅ
ベ
く
增 

産
さ
れ
て
異
常
な
滞
貨
を
生
み
だ
し
、
価
格
の
下
落
を
一
‘層
激
し
く

し
た
。

こ
れ
が
金
融
資
本
の
価
格
政
策
の
結
果
であ
る
こ
と
は
明
ら
.が
で
あ 

_
る
ハ
金
融
資
本
：は
か
か
る
状
態
に
枳
い
.て
、恐
慌
め
打
擊
を
他̂
転
嫁
.1.

、
：：所

謂

發

価

格

差

を

通

；じ
"
て
中
/1
>

資
本
'

,
小
生
産
者
/
.
消
費
者
を
収
奪 

し
、
労
働
者
レ
農
民
の
こ
層
の
窮
乏
化
を
強
い
つ
つ
、
し
か
も
自
ら
は
不
況
期
に
も
な
お
一
定
の
独
占
刹
潤
を
確
保
し
え
て
い
た
の
で.あ
る
0
'へ
か 

か
る
事
態
は
、-:
当
然
、V

不
況4

り
の
脱
却
を
困
難
に
し
、-不
況
を
長
期
化
せ
し.む
る
も
の
で
あ.
っ
た
。

.

次
に
、
：1
.ー0

年
：代
後
半
の
紝
祝
が
生
産
手
段
生
：

#

部
_

べ
の
集
中
的
；な
投
％
:
:
_
定
資
本
設
儼
0
 

恐
慌
に
.お
い
.て
破
棄
さ
る
べ
き
固
定
資
本
設
備
を
膨
大
化
し
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
.、

こ
の
点
も
ま
た
不
況
よ
り
回
復
の
過
辟
に
影
響
を
あ
た
え 

た
。.
.先
に
指
摘
1>
:た
騰
後
恐
慌
0 -

場
合
と
は
異
な
り
、
':
;

固
定
.資
求
設
備
に
对
す
厶
段
資
密
ー3:
丨
ー_

 

若
干
の
減
少 

を
す
ら
記
録
し
て
い
を
。-ご
れ
は
、
：固
：定
資
本
説
備
が
藤M -

ゆ
集
積
•

» :

中
に
^

も
^

っ
ぞ
著
：し
く
巨
大
化
し
だ
こ
と
と
ク
独
占
資
本
の
支
配
力

の
強
化
と
によ

.

っ
て

、

恐
慌
時
に
お
け
る
従
来
の
固
定
資
ポ
設
備
の
破
棄
と
そ
の
後
の
新
投
資
が
繰
り
延
ぜ
ら
れ
て
い
：た
こ
と
：を
意
味
す

る
も
の

と
い
.え
よ
う
0'
-.
'

.

.

.

. 

.

.
' 

- 

•
'
-■
:
-
•'
:

:'
.
0.-
.
V
'
-
、 

..

さ
て
：

ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
恐
慌
の
拧
擊
を
緩
和
す
べ
く
、

'
恐
慌
に
よ
る
輸
出Q
停
滞
>

*

外
市
場
の
.縦
小
を
高
度
の
保
護
閧
税
に
よ
る
国
内 

市
場
保
護
政
策
の
採
用
に
よ
.つ
X

克
服
し
'よ
う
と
し
た
の
であ
る
が
、一
こ
れ
は
他
：の® '

々
：の.対
米
输
出
を
困
難
に
し
、就
中
、，
後
進
農
業
諸
国
等 

の
_

の
対
米
出
超
を
消
滅
せ
し
：め
-
た
。：

が
く
て
、
一VI
Q

年
代
に
そ
の
ァ
メ
；リ
ヵ
と_

丨
口
ッ
。ハ
：に
対
す
る
原
材
料
.
農
産
物
に
よ
る
輸
出
超
過 

を
も
つ
'
て
ま
か
な
い
え
て
い
た
こ
れ6:
識
国
の
ョ
”
丨
，ロ
.ッ
パ
.
エ
業
諸
国
よ
：り
办.輸
入
、

「

同
1:

え
投
寶
に
对
す
态
支
私
い
が
困
難
と
な
つ
.
乌

か

：か 

る
.事
態
は
他
方3

十

戸
.;
'
/
:
パ
'
に
お
い
て
、

ァ

「：

メ
リ
力
資
本
.の
.引
揚
げ
と
相
俟.
つ
て
：、
そ
ぬ
国
際
収
支
を
悪
化.せ
し
.：め
で
、
.
質
易
制
限•

為
替
統
制 

の
'強
化
に
導
き
、.
各
国
の
.相
次
':<
'

金
本
位
制
離
脱
と
な
つ
た.。：：
ま
た
、：- *
0

年
代
中
頃
に
回
復
し
て
生
蜜
拡
張
を
み
た
各
#

.
の
農
業
は
、
間
も

.

な 

く
'

輸
入
国
側
の
'国
内
農
業
保
護.の
た
め
の
：保
護
関
税
政
策
に
；よ
：つ
，て
.狭
隘
化
し
た
.市
.場
の
限 

て
、.4

X

年
よ
り
再
び
世
界
農 

業
恐
慌
が
開
始
き
れ
て
い
克̂
か
ズ
て̂

世
界
経
済
の
規
模
は
約
骂
分
の
；
-1
—*

に
^

小
し
、
且
ろ
、.
：ニ
〇
年
代
に.
形
敗
さ
れ
て
.い
た
：世
界
的
な
再
生 

産
構
造
、.丧

.つ
：て
世
界
貿
易
の.
多
角
的
決
済
機
構
は
完
全
に
崩
壊
し
た
の
.
で
あ
る
。
：;:
:
'

.

詻

釋

の

貿
易
政
策
が
か
え
づ
へS

I

:影
響
を
深
刻
な
毫
の
黎 

効
果
を
招
い
：た
'/
0

こ
の
財
政
政
策
0 :
基
調
は
、；：財
政
不
焉
衡
办
拡
大.
に
対
抗
し
て
、
，：I'

方
で
は..
経
費
の
節
減
、；：他
方
で
描
増
税
を
も
?
て
均
衡
を

回
復
し
よ
う
と
す
る
：も
の
：で.
あ

？
た
。.
：'1>
か
^

、.
恐
慌
の
深
刻
化
と
不
況
の
慢
性
化
に
よ
つ
て
、
産
業
救
罾
#

や
炎
#
双
罾
費
は
か
え
つ
て
増
加

. 

■ 

. 

/ 

.

.
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.

し
て
お
り
、
へ
膨
脹.1
.
た
財
政
規
模
で
の
人
件
費
：，
物
件
費
の
；削
減
は
、

'

商

品

：：
，
：
労

働

ヵ

に

対

す

：

.る
薷
要
：を

減
,1

:
て
国
内
市
場
を
一
層
狹
隘
な
も
の

•
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ど
1>
、
：他
方
で
は
、0
増
税
は
通
常.
の
事
態.
の.

.%
と
で
さ
え
国
民
0 .
可
処
分
所
得
を
減
少
す
る
も
の
で
あ
り
、
，
不
況
に
よ
る
国
民
所
得
の
減
少
と
相 

乘
さ
れ
る
と
と
に
ル
フ
て
ヴ
実
際
に
は
予
期
さ
れ
た
程
の
税
収
増
加
は
も
た
ら
し
え
な
か
つ
た
。.
か
く
て
'
財
政
収
支
の
均
衡
は
到
底
確
保
さ
れ 

え
ず
、.：：所
謂
健
全
財
政
主
義
ぶ
各
国
政
府
：の
固
執
は
事
態
を
益
：々

悪
化

_せ
ぉ
む
*

;;
-

• »

全
財
政
至
義
の
事
実
上
の
：破
産■.
:
:各
_

政
府
を
浪
で
_

応
方
し
に
所
謂
赤
字
磐
政
策
^

.

.積

極

的

，に

抵

大

.じ

.
て
；
需

要^ ;

増

大

し
.
こ
れ
に
.よ
■
つ
て
不
況
■の
克
服
を
.は
.か
.ろ
う
■と
い
■う
の
：で
あ
る
。
そ
の.形
態
や
意
昧
は
各
国
に±-
-
;
ャ
て
種
.々 

'

::

両
大
戦
間
の
時
期
の
資
本
主
義
と
：財
政
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具
な
を
の
で
あ
る
が
、.
：健
全
財
政
主
義
の
放
棄
と
：い
ぅ.
点
^

は
2
 

"
の
赤
字
公
債
発
行
に
よ
备
軍
事
費
調
達
ね
踏
み
切
っ
备

. 
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V
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’
券」

発
行
に
よ
る
赤
字
財
政
政
策
に
転
換
し
た
。
そ
の
翌
年
、
ア

メ

リ

カ

が

ル

ー

ズ

ヴ

ヱ
ル
ト
新
大
統
領
の
も

と

で

「

一
一
ユ
ー
：
デ

イ

ー

ル」

政 

•
:

:

:
策
を
開
始
し
、
こ
：の

窗

に
.
軔
げ
る
経
: «
膨
脹
に
：よ
名
恐
慌
脱
出
/̂̂̂
^

.
t
 

_

一
 

の
で
あ
る
广
イ
ギ
ル
ろ
の
場
合
に
は
^

ぶ
れ
ら
諸
国
と
異
な
只
へ
第
ー
：

1

次
大
戦
開
始
ま
で
健
全
財
政
主
義
が
大
体
に
お
：い
て
維
持
さ
れ
て
い
た
。

■:.
か
く
て
、
三1

:
ー：年
前
後
钇
最
低
と
し
た
景
気
は.
上
方
転
換
' 1
不
し
、
^

.

.

.

.
 

.

.

.
イ
ギ
リ
ス
•
，：
フ
ー
フ
，
ン

':
ス
等
は
同
年
夏
頃
苒
び
恐
慌
を
経
験
じ
::.
'>
そ
れ
よ
り
；の
回
復
の
時
斯
は
第
-

ー
次
大
戦
の
危
機
增
大
に
と
%'
;

な

ぅ

.軍

備

強

化

の
 

; '

fl
#

- f
j

と
重
な
り
合
：い
、，
循
環
局
面
：は
変
形
さ
れ
、':
:.
や
が
：；て
全
面
的
な
戦
争
経
済
の
時
期
：へ
：移
行
U

与

一. 

れ
に
よ
る
経
済
再
編
成
に
入
っ
'
て
い.
：た
日
本
宁
ド
，イ.
ッ
で
は
ク
こ
§

恐
慌
ば
^
 ̂
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,
.国
家
介
入
の
積
極
化
：に
よ
？
て
恐
慌
克
服
が
各
国
に
お
い
て
試
み
ち
れ
て
：い
た.
こ
の
時
期
は
'

資
本
主
義
世
界
全
般
の
関
連
に
お
い
て
は
、
ブ
. 

.

ロ.
ッ
ク
経
済
化
> '.
そ
れ
に
よ
る
帝
国
主
義
諸
国
間
の
矛
盾
-

对
立
の
#

化

の

時

期

で

あ

，
つ
た
：
。
：
ニ

-
^

'

な
保
®

関
税
政
策
龙
採
用.
し
、
'ま
た
帝
国
内
特
恵
関
税
制
を
確
立
し
：て
，
伝
統
的
な
自
由
貿
易
主
義
よ
り
の
歴
史
的
転
換
を
一
と
げ
た
。(

こ
れ
は
、

ソ 

他
の
国
々
の
輸
出
を.
十
層
困
難.
に
し
、
輸
W

入
市
舉
の
確
保
め
た
：め
の
：政

策

を

か

.
<
て
、:;
双

務

賛

易

協

定

の

形

態

が

''
\
ー
殷 

:
化
1>
:.

>

各
種
の_
逋
商
制
限
が
強
化.
さ
れ
、
帝
国
主
義
列
強
を
讲
：心_
と
1>
;
だ
植
民
地
.， 

っ
た
办
で
あ

る
。：'.
ド
イ
ツ
と
東
南
ヨ
ー
卩
：ッ.
パ
諸
国_
と

:̂
閧_

に
お
け
る.
：「

佐
域
経
済
1__
、；：'
ぱ
本
を
中
心
と
ず
る
白
満
経.
済
ブ
；'ロ
ッ
ク
お
よ
'び
.「

大
東
亜
共
栄

.

.

. 
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.
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圏」

の
構
想
、

ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
帆
ア
メ
リ
力.
.
.
ブ
ロ.

■•
/
ク
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

,u
か
し
、
こ
の
間
の
、
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
•
日
本
に
お 

:

け
4

経
済
の
軍
事
化
に
よ
る
生
産
の
拡
大
は
形
成
さ
れ
た
ブ
：ロ
ャ
ク
め
‘拡
大
を
必
要
>

し
て
、'--

あ
ち
.わ
に
« :

'

略
的
な
政
策
を
追
求
レ
、' ,.
こ

.

杭
し
て
、.

ア：

メ
リ
力
•
イ
ギ
リ
ス
等
に
お
.
い

て
も
、
:-
た

と
え
ば
- '
'

ユ
I
 
.

デ

ィ
I

ル
の
国
内
市
場
：

Q
；

内
包
的
深
化
の
限
界
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
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た
こ
と
な
ど
に
よ
：っ
.て
、
帝
国
主
義
諸
国
間
の
矛
盾
と
対
立
は
激
化
し
て
、
そ
の
：結
果
と
^

て
、
第
ー
ニ
：
次

大

取

が

不

可

避

；
と
％

っ

.、.尨
の
で
あ
る
0

^ 
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.:
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'
へ
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.両

大
_

の
: *

本
主
義
の
推
移
は
、：：
.
以
土
に
概
観
し̂

よ
う
に
；ノ
：国
家
独
古
資
本
主
義_

^

移
行
' ^

お
け
る
幾
.っ
か
，の
契
機
の
存
在
を
示
し
、

:

ま
た
、
大
恐
慌
を
し
：て
契
機
た
ら^

必
: ^
«

本
主
義
的
再
生
産.構
造
に
灰
け
る
変
化
の
：過
程
を1字
 

こ
こ
に
展
開
さ
れ
る
国

家
独
占
資
本
主
義
の
#

制
を
具
体
的
に
分
析
す
る
'

こ
と
：は
、
.-
,
'
本

稿

に

続

ぐ

個

別

的

分

柝

の

課

題

で

あ

り

、

こ

こ

：
で

は

、

'-
'
'
そ

の

た

め

の

 

一
J K

の
問
顎

点

Q

. *

理
を
し
て
お
含
た
い
。
以
下
、'.
;
-
:主
と
し
て
7

メ
；リ
ヵ
：の.
— |1 一： .

％
丨
；
デ
ィ
ー
ル」

と
関
連
せ
し
め
つ
つ
ぐ
四
づ
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た

.
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第

ー
- ^
^

謂
ス
ぺ
.
ン
-ア
ィ
ダ
グ
：•
ポ

:p
:
シー

が
不
況
克
服
の
手
段
と
し
て
必
然
化
し
た
こ
と
，に
つ
い
て
。

H )

に
■
お
0
.て
述
べ
：た
よ
う
に
、
一一

〇
年
代
の
繁
栄
は
、
：
産
業
合

P

北
と
：組
織
的
独.占
の
強
化
.に
'% :
:の
：特
徽
.を

見

る

こ
：；

慕

で

き

る.の
で
あ
る
が̂
^
^
^
^
^
^
^

等
発
展
と
、
：
固
定
資
本
設
備
の
巨
大
化
赢
剰
化
と
.の
.
.傾
向
を
.示
.す
も
0
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

「

繁
栄」

の
構
造
が一 :

一
九
年S
 

慌
の
性
格
を
具
体
的
に
規
定
し
、

V

そ
^
不
況
よ
次
の
回
復
を
著
し
ぐ
良w ;

化
せ
_1>

め
た
の
で
あ
る。
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態
に
対
鄉
す
る
政
策
と
し.て
'
ニ
ー
；ユ.：ト
*:
,

:
ィ
.
-!
:
.ル
：の
；初
期
：
.に
操
用
さ
れ
た
の
が
、
.

_

々
の
高
物
価
政
策
、
就
中
全
国
産
業
復
興
法
第 

.
1
韵
に
；名

』

政
_

企
業
め
徭
同
休
制」

を
顧
榜
し
.た

産

業

別

規

約

の

：
制

定

に

よ

务

エ

業

生

産

物

^[
下

げ

抑

繁

遂
行
の
た
.め

.に

反4

ラ
，ス
ト
法
の
道
用
も
停
止
さ
れ
.て
、
：初
期
ニ 
r

 

•
デ
ィ
丨

ル
の
1
.
.支
柱
を
な
し
た
の"で
あ
る
が
、
同
じ
政
府
部
内
.よ
办
起 

っ
た「

政
^

に

っ

沈
#

据
さ
れ
，た
独
占J

と
い
う
非
難
が
適
確
に
示
す
よ
う
に
、
^

観
的
に
は
こ
の
政
策
は
独' ^
資
本
の
支
配
.を
二
'層
強
化
す 

る
以
外
め
何
も.の

.：

で
も
な
か
ら
た
：

P

で
^

る
。
不
況
傻
性
北.の
主
要
な̂

占
資
本
：の
刹
益
を
保
証
す'^
岑

の

富

あ

っ

て

も

、
屢
を
獪
極
的
に
促
進
す
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。

こ

.

■

策

の

；限

界

が

.
明

ら

が

と 

.

.

:. :

両

大
戦
間
の
時
期
の

.
資

本

主

義
^

:
.
'
;
.
.

 ‘
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(
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.



な

？
た
ー|
.
.ー
五
年
中
頃
よ
り
、
，
.
公
共
事
業
に
よ.，：る
政
府
資
金
撒
布
と
、
所
謂：：
-
£ 

後
の
点
に
づ. 

い
て
は
別
に
論
ず
る
こ
と
と
し
て.、〖

則
者
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
そ
れ
は
当
初
一
時
的
な
も
の
と
考
え
て
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
好
況
に 

よ
る
そ
の
削
減
と
同
時
に
三
七
年
恐
慌
が
勃
発
し
た
と
い
ぅ
事
情
に
よ
り
、
そ
の
後
、

ス
ぺ

X

デ
ィ
ン
.ダ
恒
久
化
論
が
か
な
り
有
力
に
主
張
さ
れ 

た
の
ボ
あ
る
デ
じ
か̂

ハ
実
際̂

皮
出
面
汝
は
、̂

.

こ
；
の

.戦

争

経

済

の

段

階

で
 

漸
く
大
量
失
業
の
状
態
を
解
消
し
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
場
八
ロ
、

不
況
克
服
策
と
し
て
全
国
産
業
復
興
法
が
存
続
し
え
ず
に
、

ス
；：

.ペ
シ
デ
ィ
ン
グ‘ 

ポ
リ
シ
ー
の
展
酿
を
必
要.と
1>
:た
点
は
' -

農
業
に
お
け
.る
不
況
対
策
が
農
事
調
整
法
の
減
反
補
償
に
よ
る
*

産
物
価
格
_

政
策
を
中
心
と
し
た. 

&

と
共
r .
>
 

ー
ニ0

年
代
め
独
占
資
本
主
義
：：の
高
度0
発
昆
と
そ
れ
に
続
や
大̂

g

の
過
®

で
、の
資
本
主
義
経
済
の
再
生
産
構
造
の
変
化
を
解
明
す 

る
C
と
と
関
連
し
て
、
検
时
に
値
す
る
間
題
を
含
む
も
の
#

考
え
ら
れ
る
'0

ま
た
、：
ハ
ン
ゼ
ン
等
が
政
府
支
出
に
よ

.

ゐ
有
効
需
要
創
出
の
効
果
を 

論
ず
る
場
合
'の
背
景
で
も
あ
る
，
こ
の
ス

T

ン
デ
イ
ン
グ
--
'

ポ
リ
シ
ー
の
過
程
自
体
に
つ
い
，て
も
、
，
国
内
市
場
形
成
の
問
題
と
し
て
、

一二七
年
恐 

s

f

と
♦

連
*

し
奮
つ
検
討
t

f

n

f

ぅ
。

.

.

.第
一
一
に
、
'
自
己
金
融
の
拡
大
と
金
融.rt
f

場
の
構
造
変
化.に
つ
い
て
-v
o

独
占
資
本
主
義
段
階
で0
支
配
的
な
蓄
積
方
式
と
し
.て
の
株
式
会
社
形
態 

に
よ
ゐ
»

本
0

#

積
を
さ
ら
に
発
展
せ
し
め
、；
株.式
会
.社
形
態
を
維
持
し
つ
つ:-
>

単
に
他
入
所
有
資
本
を
集
中.
利
用
す
る
の
み
で
な
く
、
他
人 

所
有
資
本
の
成
果#

杉
自
己
の
.も
の
と
1>

て
集
積
.，
利
用
す
る
こ
ー
の
自
己
金
融
方
式
ば
、
ニ
0

年
代
^
^
 ̂

ッ
の
巨
大
独
占 

体
に
お
い
て
も
支
配
的
な
資
本
調
達
方
式
と
なマ
た
。:1'
勿
論
、
こ
の
こ
と
：は

、V
独
由
資
本
生
義
段
階
に
お
け
る
従
来
の*.
本
調
達
機
構
：で
あ
る
株 

式
；
社
債
市
場
の
展
開
、.銀
行
.信
用
.の
.投
資
的
利
用
等
を
排
除
す
る
も.の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
が#

ん
で
民
：間
資
本
形
成
に
あ
ず
か
る
の
で
あ
る 

が
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
ま
た
、
従
来
の
機
構
に
も
種
々
0

作
用
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。.：

 

、

か
か
る
意
味
で
の
自
己
金
融
拡
大
：の
影
響
ゆ
一
.
ー
〇
年
代
後
半
の
一
一
ュ
ー

 

•

ョ
ー
ク
株
式
市
場
の
動
向
に
見
出
さ
れ
る
が
、.
こ
こ
で
は
三
三
年
以 

後
に
つ
い
て
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
だ
い
。
.
そ
の
場
合
、
ま
ず
、
当
初
の
，信
用
政
策
の
基
調
は
私
的
信
用
膨
脹
：に

.あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て

■-
 

.

.

.

.

. 

.て

.

.

.

.

.

 

.

 

.

生
産
と
投
資
辟
開
の
刺
戟.た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
点•に
あ
る
と
-V
'

え
よ
う
。
と
こ.ろ
.が
そ
の〉

頃
'の
状
態
は
と
い
え
ば
、'産
業
資
本
の
知
で
は
、
虫 

占
資
本
に
.よ
る
極
度
の
坐
産
制
限
、.
そ
の
制
限
さ
れ
た
範
囲
内
で
の
資
金
需
要
は
内
部
留
保
金
に
よ
.ク
て
調
達
可
能

、

#

っ.
て
ル
#

資
金
に
双
す 

る
需
要
は
少
、.と
い
う
状
態
で
あ
り
、
銀
行
資
本.の

掏

で

は

：
、
商

業

銀

：行

は

.、
主
と
L

て
金
国
有
化
；*
強
制
買
上
げ
政
策
の
結
果
：と
し
て
の
巨
額
の 

超
過
準
備
額
：を
保
有
し.な
が
ら
、.
他
方
'で
は
中
小
資
本.に
対
す
る
強
度.の
貸
#

制
限
、
允*

^

&

資
金
薷
齋
の
停
滞.に
あ
.っ
て
、
全
般
的
に
は
、 

私
的
信
用
膨
脹
政
策
め
結
果
は
銀
行
の
貸
付
資
金
O '

過
剰
化
で
し
か
な
か.っ
た
0

自
己
金
融
：が
支
配
的
方
式
と
な
：
っ.
た
時
期
に
お
け
る
金
融
市
場 

の
構
造
変
化
は
、
：私
的
信
用
膨
脹
政
策
を
直
接
的
な
生
産
へ
、の
刺
戟
と

.
い
う
点
：で
は
無
力.牝
し
，
む 

と
れ
.に
よ
っ
て
創
出
さ
柃' 

た
貸
付
資
金
が
政
府
債
券'に
投
資
さ
れ
る
こ
と
に
よ4

て
、
ス
ぺ
ン
デ
：ィ
ン
；ダ
：
，
ポ
リ
ジ
ー
の
資
金
的
根
搬
を
形
成
し
て

.
ぐ
っ
た
0 

ニ
ュ
I
 

•
デ 

ィ
ー
ル
財
政
の
特
色
を
な
す
公
信
用
敗
張
政
策
：は
、

.

.

.私
的
信
用
臌
膨
政
策
の
限
界
の
明
確
北
の
士
に
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第

.
一
：の
点
と
も
関 

迪
せ
し
め
る
な
ら
ば
、
次
の
：よ5

に
も
い
う
：こ
と
が
で
ぎ
よ
う0
:
生
産
制
»

#'
:
.
:信
用
制
限
と
.い
う
金
融
資
本
の
恐
慌
対
策
ほ- :
^

を
か
え
っ
て
慢
性
化
し
、.資
本
主
義
的
社
会
休
制
の
動
摇
す
ら
見
ら
^

る
に
到
る
。.'
;

こ
れ
に
対
1.

て
、
-.
.ぎ
 ̂

，
デ
イ
ー
ル
初
期
の
政
策
の
重
点 

は
、
独
占
価
格
の
維
持
を
も
含
め
て
独
占
的
支
配
.の
強
化
と
私
的
信
用
膨
脹
政
策
に
あ
り
、
：
不
況
長
期
化
の
基
本
要
因
に
は
：ふ
れ
え
ず
に
限
界
を 

露
呈
し
、
か
く
て
、

ス
ぺ̂
デ
ィ
ン
グ
お
ー
ポ
ヴ
シ
ー
ご
公
信
用
拡
張
政
策
に
^

せ
ざ
る
を
え
な
か
ら
た̂

で
^
 

V
:
:
.
:
:
:
.
:
.
:

第
三
は
、
階
級
的
諸
閧
係
に
つ
い
ー
て
。
.

3
に

お

い

て

は

，.
ほ

ど

ん

ゝ

ど

ふ

れ

专

 

っ.
た
が
、
大
恐
慌.•
の
政
治
的
•
社
会
的
な
結
果
が 

資
本
主
義
社
会
忙
お
け
る
階
級
関
係
の
奢
し
い
動
摇
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
！K

で.
あ
る
。
ド
：イ
ッ
，に
お
い
て
ナ
チ
ス
が
•
と
^

か
，くT

社
会
主 

義」
：；を

標

榜

せ

ざ
.
る
を
え
ず
、
.ま
た
ア
メ
リ
ヵ

0
1
1

ュi

，
：デ
：ィ
：丨
ル
政
策
の
：

1
:

環

が

、
：
：
，
独

占

的

支

配

め

制

限

^

権
利
に
関
ず
る
法
的
承
認
、
.
若
于
の
社
会
傲
障
她
度
の
擦
用
、
.

失
業
者
救
济
.の
；尨
务
め
故
政
克
出
；等
に
あ
；づ
^

こ
と
疼
'

こ
^

在
を
示
す
も
の
と
云
え
よ3

。
し
が
し
ま
た
、
同
様
：に
明
ら
か
な
こ
ど
は
、
こ
れ
ら
が
金
融
資
本
の
主
導
権
と
優
位
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
た
と 

い
う
こ
と
で
あ
る
。

ア
メ
リ
ヵ
が
こ
れ
を
一
応
民
主
主
義
的
な
政
治
形
態
の
も
と
で
お
こ
な
い
え
、
ド
イ
ッ
が
こ
れ
を
か
か
る
政
治
形
態
の
^
定 

' '
両
大
戦
間
の
時
期
の.資
本
主
ー
義
と
射
政

'
:.

:.
-

:
:1
'
:
九'.
£ -
五
：
ー

)

.



の
も
と
で
お
こ
な
っ
た
と
い
う
場
合
の
相
異
は
、
ド
.ィ
ッ
に
お
い
て
、'.金
融
資
本
の
危
機
と■動
揺
が
よ
り
一
層
深
刻
で
あ
り
、
そ
の
苋
服
の
た
め 

層
強
烈
な
_

ヵ
的
抑
®

が
^

^

^

猫

：
づ

殆

ど

胺

求

餘

^
 

•
^

ィ
1 ^
:

:

_
の
#

合
>
 

た̂
f

cx .
f

、「

反
独
^ ;

的」

.

，
. 

■'
-
;政
«

^

其
决
れ
冬
き
薄_

引
_

- ^

满
:»

其
社
修
閧_

々
规
»

^

へ
两
容
的
獨^ '

極

め

で

徽

歡

的
^:

同
跑
^

、
»

者
0 :

規

制
, 0

如
ぎ
は
証
券「 

市
場
が
自
己
金
融
の
増
大
に
よ
っ
て
機
能
を
低
め
つ
つ
あ
る
事
態
の
も
と
で
は
、
余
り
実
効
の
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
だ
が
、
と
に
か
く
一
一
九
年

. 

恐
慌
に
よ
っ
て
露
呈
さ
れ
た
金
融
資
本
支
配
の
弱
点
を
補
修
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
社
会
保
障
も
含
め
た

‘労
動
力
保
全
め
だ.め
.：
 

の
諸
政
策
は
、
労
働
者
階
級.の
政
.治

时
•

組
織
的
運
動
の.成
果
と
し
て
獲
得
し
た
も
の
で
は
な
く
、
恐
慌
後
に

M

樣
発
生
_

に
起
り
つ
0

あ
っ
た
'
 

勞
働
潘
の
運
動
电_

_

義
©

体

制

内

的

位

置

：に

定

着

せ

;.
0

_

务
光
め
か
% :

餐
で
^

ゥ
^

一
同_

构
そ
れ
ば
、
資
本
に
よ
る
免
動
者
の
.賃
金
切
下 

げ
や
解
履
を
比
較
的
困
難
に
し
て
、
消
费
基
盤
の
よ
り
以
上
の
狭
隘
化
を
防
ご
う
と
す
石
も
の
で

%•

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
.

こ

の

、
よ

う

に
み
て
ぐ
る 

時
、「

反
独
占
的」

諸
政
策
の
採
用
等
は
、
結
局
に
お
い
て
は
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
資
本
主
義
体
制
の
一
層
の
強
化
に
役
立
っ
も
の
で
あ
？
セ
と
考
：
 

え
ら
が
ん
。
激
論
':
'

こ

うD

た
"s

か
^

の」
/
改

革

が

：

「

^

か
ら
2 .「

肇
動
炎
驗
発
し
で
敏
化
し
、
,
电
が
そ
、こ

汝

が自
律
化
し
て
、
：：組
織
.化
さ
れ 

■
た
英
働
者
齓
級_

運

：動

菸

展

開

各

れ

：
夺

お

が

5 :
:
:
過

.程

脊

裏
 

7
的

権

職

を

放

棄

货

て

；
吻

帝

国

生

義

_

:

へ
ー'の̂

面

協

ヵ

*

ぃ
5 .
§:
:

^

.
当
時
の_

#

の
處
治
邊
興
を
具
体
的
に
：分

析

驚

■

動
が
方
掏
及
部
隙
級
蘭
錄
疋 

い
：て
も
明
ら
か.
に
し.
て
お
く.
必
要
が
あ
る.
で.
あ
ろ
'う

。r  

,

第

四

に

、
、
南

芑

為

大

戦

の

性

格

_

関

連
1 ;
て
：
。
—

,

も

指

摘1>
'
知

よ̂

も
©.
で

％
?
た
;9
ー
へ
九
^

.'
'
.も
の
で
あ
っ
た

£

と
.は
；
、

)

第
1
条

大

截̂
 

,

:
:し

：か

し

、

第
ー

^

犬

戦
; «
'
.
ゅ

資

本

_主

義

世

界

ど

の

对

地

：
で

ば

ぅ

光

ら

ば

；、

最

初

に

指

猶

じ

.
た

：
ょ>
0
^

て
：大

戦

後

の

蒔

期

に

.は

、
'
帝

国

主

義

諸

国

間

の
矛
盾
と
対
立
が
全
面
的
な
暮
主
義
售
令
と
い
ぅ
形
で
解
決
：を
：求
め
る
可
能
性
は
：比
較
的

弱

ま

；て々
い
：

る
..の
：：

に
対
し
、
*

戦
前
に
は
、
.
そ
れ
が 

:
ま

；さ

に

現

実
:>
^

っ
た
.と
い
ぅ̂

免
：重
視
す
べ
き
で.あ
ろ
ぅ
。
K

に
お
い
て
は
、j

応
そ
の
点
を
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
化
に
ょ
っ
て
説
明
し
ヒ
の
で
あ 

る

が

：
_こ

れ

は

帝

国

主

養

薇

揭

ぞ

^

そ
れ
^

国
内
経
済
の
推
移
と
の_

連
に
和
^ ̂

こ 

我

と

の

関

係

に

彦

て

、
.

：当
_

:

-

0

;時

層

国

際

的
.>

国
内
的
な̂ 

勿
喻
、
そ
の
な
か 

で
、
：条
洽
主
義
国
忙#

す
る
敵
対
性
亦
帝
国
主
義
諸
福
：の
：矛
盾
の
：現
象
形
態
を
第

$

 

国 

灼

的

な

矛

盾

：
の

.処

海

を

奪

 

そ

れ
.は

、.
第

一

一

次

大

戦

後

の

事

態

と

は

異

な

，
？
た
.も

の

と 

し

；
て

迦

解

す

ベ

ぎ

；
で
；嫂

な

や

で

あ

ろ

i

。
そ
ぅ
で
な
い
場
合
に
は
、
国
家
独
占
資
本
主
靡
が
第
一
一
次
大
戦
を
契
機
と
し

S

す
に
到
：っ
た
一
層 

新
'1
.

ぃ
局
面
.の
意
味
を
見
失5
\
::
-
-七
^

な

：る

と

思

ゎ

れ

：る

0 ;

で

ぁ

：る

パ
^ ̂

.

両

大

戦

間

の

時

期

の

.資

本

主

義

と

財

政

ニ

ー(

七
五
三)

.


